
海外交流センター

201９.4.１０ 第７回 国際化担当者会議
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A)交流状況 （2018年度）

�インバウンド（研修受け入れ、病院見学、アンケート結果）

�アウトバウンド（海外派遣）

B)交流支援

�海外交流センターの支援内容（事務手続きなど）

C)人材育成 （2018年度）

�教職員のための英語研修
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本日の内容



A)交流状況
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受け入れ実績
（２０１８年度）
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13カ国40施設より受け
入れ。多くの部署の皆
さまにご協力いただき
ました。

人数

医療スタッフ（医師・歯科医師・看護師） 45

技術者 8

学生 16

合計 69



医師・看護師の受け入れ（４５名１０診療科）

顔面口腔外科小児科

光学医療診療部
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産婦人科

泌尿器科

光学医療診療部（看護師）



学生の受け入れ（１６名１４診療科）

脳神経外科救急救命

62内科 3内科

循環器内科

1外科



2.   受け入れていただいた外国人学生はいかがでしたか？（研修態度など）
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1週間 2週間 1ヶ月

長い：3 3

適当：6 1 2 3

臨床診療科は「長い」
基礎系では「適当」

1.   外国人学生を受け入れていただいた期間はいかがでしたか？

診療科からの外国人学生受け入れに
関するアンケート結果（９件）

良かった：９
・意欲が高く、知識も豊富。礼儀正しく、九大学生の刺激となる存在であった
・真面目、笑顔、時間を守る
・まじめに取り組む姿勢
・コミュニケーション能力に長けて非常に優秀
・態度もまじめ、 知識も豊富であった
・非常に優秀で意欲もあり、また英語でのコミュニケーションには全く問題が無かった。
・学部生としてはかなり優秀で、九大生と比べても上位クラスといって良い



3. 受け入れに関し、ご苦労をなさった点などはございますか？

4. 受け入れに関し、良かった点はございますか？
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・英語でのコミュニケーション（症例の説明、プレゼン中の翻訳）

・人員不足（特に新年度は異動も伴うため）

・スケジュールの調整（毎日手術がある訳でない、時間がとれないときもある）

・研修内容（準備、指導）

・学生さんの真摯な姿勢を見て、初心に戻ることが出来た

・6年生とも接する機会があり、良い刺激になったと思う

・国際交流できた

・刺激的な毎日を過ごすことができた

・いつもそれほど問題がないので、取り立てて良かった点もなし

・ビザから滞在先の手配をセンターで全てやっていただけるとこちらとしても苦労はない

・他の大学院生の刺激にもなることが多々あった



6. その他、ご意見等ございましたらお聞かせください。

貴重なご意見、誠にありがとうございました。
9

期間 コメント

可能 7
・積極的に受け入れたい
・新年度は避けて欲しい

タイミング次第 1

内部での検討が必要 1

5. 次回、もし貴診療科で研修希望の外国人ドクター及び学生がいた場合、受け入れ
ていただく ことは可能でしょうか？

・自前のノートパソコン持ち込みにしたほうが良い
（日本語のexcel, Power pointで苦労していた）

・期間については2週間程度が妥当と感じた
・将来大学院入学の可能性がある（基礎研究に進みたい）を中心に受け入れを考えたい
・期間は基礎配属の期間と同じだと指導の手間が省けて良い。九大生への刺激にもなるだろう
・海外交流センター、受け入れ診療科を交えたフィードバックの機会があると良い



学生指名

学生指名
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学生の受け入れについて

＜学生受け入れの流れ＞

① 各大学からの依頼

② 医学研究院長宛の推薦状を送付してもらう

③ 履歴書をつけて希望診療科に相談

④ 受け入れの承諾後、受け入れ診療科を教務委員会に報告

⑤ 受け入れ診療科に上申書の記入を依頼

⑥ 病院長（総務課）へ上申書提出

推薦状
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予防接種証明書の提出

グローバル感染症センター、海外交流センターにメールで提出
：下野先生によるチェック、インバウンドの情報共有



病院見学

小児科病棟

放射線部 検査部

手術部
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口腔外科病棟

10団体117人の当院訪問
をサポート。多くの部
署の皆さまにご協力い
ただきました。



病院見学

栄養管理室

脳神経外科

アジア遠隔医療開発センターグローバル感染症センター
13

薬剤部サプライセンター



海外病院訪問

チョーライ病院
（ベトナム）

ビクトリア病院
（チリ） 14

マヒドン大学シリラ病院
（タイ）

河南省人民病院
（中国）

慶尚大学校病院
（韓国）

延べ62人を
13ヶ国・40施設に派遣



海外病院訪問

ウラジオストク鉄道病院
（ロシア）

タジキスタン心臓血管病院
（タジキスタン） 15

セントルークス医療センター
（フィリピン）

ハラパンキタ小児医療センター
（インドネシア）

サンタクルズ病院
（ブラジル）

肝胆道科学センター
（インド）
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B)交流支援



海外交流センター支援内容

招聘 派遣

滞在前 •入国に関する手続き
•居住先の選定、予約、手配
•空港から滞在先への移動方法
•招聘に伴う院内手続き

•ビザ手続きのサポート

滞在中 •学会や研修会への参加手続き
•臨床教授・臨床修練医の申請手続き

海外の病院訪問のサポート
•訪問先病院とのスケジュール調整

研究者留学の事務手続きサポート
•ビザ手続き
•現地生活（住居等）に関する情報収集
•受け入れ先との連絡のサポート

各種相談 •各種相談（両替・郵便・交通・観光
地・Wi-Fi・自転車など）
•滞在中の研究者やスタッフの交流
•研究者同士の情報交換

その他 海外施設等からの病院見学
•相手先施設及び見学先（院内施設）とのスケジュール調整
•見学時の案内係（必要時のみ）

医療通訳学習会（英語・中国語）の開催
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�外国人研究者や学生の情報
特に短期滞在者の情報

来日者同士のコミュニケーションの場

�インバウンド、アウトバンド活動の情報
職員の海外派遣の情報

訪問予定施設の情報

�教職員の国際化につながる取り込み
セミナーなどの実施の情報
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情報共有をよろしくお願いします



C)人材育成
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平成３０年度実施状況

時間：１回(１２０分）×１２回（各クラス週１回）

期間：１０月～１月 （月・火・金）

クラス：TOEIC対策(レベル別３クラス開講)
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クラス 人数 出席率

初級（470点目標） 10名 65%

中級（600点目標） 5名 62%

上級（８００点・５０点UP目標） 8名 57%

感想（TOEIC対策）

・自分のレベルに合った解説をしてもらえた

・英語学習のやり方をつかめた

・リスニングが前より聞き取れるようになった

教職員のための英語研修①



平成３０年度実施状況

時間：１回(１２０分)×１２回（週１回）

期間：９月～１１月

クラス：プレゼンテーション対策
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人数 出席率

9名 65%

感想（プレゼンテーション対策）

・英語のオーラルセッションで発表したくなった

・ボディーランゲージやイントネーション等英語特有のプレゼンの仕方が分かった

・英語を発する機会が週に１回あるのが良かった

・英語のみでの授業が新鮮で勉強になった

教職員のための英語研修②



部署別英会話研修（医療技術部）

第１回 英語での自己紹介
第２回 英語によるシナリオの作成
第３回 実践練習

研修期間：８月〜１１月
時間：１回につき６０分・全３回
受講者：１３名
研修内容：

部署別英語研修（薬剤部）

研修期間：１０月～３月
時間：１回につき９０分・全６回

（２クラスにわけて開講）
受講者：１６名
研修内容：
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①薬剤師のための基本会話
②部門案内



部署別英語研修（看護部）

研修期間：1０月～１１月/１２月〜３月
時間：１回につき９０分・全1４回/１回につき６０分・全８回
受講者：１４名
研修内容：

（１０月〜１１月）１１月の研修に向けた医療英会話
（１２月〜３月）
第１回 オリエンテーション・内視鏡室内
第２回 内視鏡室
第３・４回 ESD
第５・６回 洗浄室
第７回 総まとめ・基礎英会話復習
第８回 総まとめ・案内練習
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� どんな支援があれば良いですか？

� 受入、派遣で障害となっている点は何ですか？

� どのような人材育成プランが足りませんか？

何かございましたら、いつでもご連絡ください。
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ご意見・ご質問

海外交流センター
4439・3775


